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Abstract: Millimeter wave radar has been conventionally used for vital sign detection, but its high cost and the need for specialized 

equipment have attracted attention to simpler and less expensive Wi-Fi technology. In this study, two Wi-Fi routers with a 3Tx-3Rx 

configuration in the 5 GHz band were used to acquire Channel State Information (CSI) data. In this paper, we aim to detect vital signs 

using two Wi-Fi routers, and report a basic study of a method to detect vital signs such as respiration and heartbeat using signals 

exchanged between Wi-Fi routers. 

 

１． 背景 

 近年，無線技術を活用したバイタルサイン検出の手

法が医療・ヘルスケア分野で注目されている．特にミ

リ波レーダ技術は，非接触で人体の微細な動きを検知

できるため，呼吸や心拍の測定に応用されてきた[1]．

我々は，これまでミリ波レーダを用いたバイタルサイ

ン検出について検討を行い，その有効性を確認してき

た．しかしながら，ミリ波レーダは高コストであるこ

とや専用の装置が必要であることから，より手軽で低

コストな代替手段の探求が求められている．そこで，

Wi-Fi 技術を利用したバイタルサイン検出が新たな可

能性として注目されている[2]．Wi-Fi は既存のネット

ワークインフラを活用しながら，ミリ波同様のセンシ

ングが行える可能性があるが，発表は世界的には少な

い． 

 本研究ではバイタルサイン検出を 2 台の Wi-Fi ルー

タを使用して行うことを目指す．具体的には，Wi-Fiル

ータ間でやり取りされる信号を利用し，呼吸や心拍な

どのバイタルサインを検出する手法の基礎的な検討を

したので報告する． 

２． 方法 

初めに，5GHz帯の ASUS社製 3Tx-3Rx Wi-Fiルータ

ー(RT-AC86U)を 2台使用する．送信側と受信側のルー

ターの双方で，nexmon(Broad/Cypress Wi-Fiチップ用 C

ベースのファームウェアパッチングフレームワー

ク)[3]をインストールし，CSIデータを取得するために

ファームウェアの変更を行った．次に，Nexmonを使用

して Wi-Fi 信号のモニタリングと CSI データ収集を行

った．データは，tcpdumpを用いてキャプチャし，後で

解析が可能な pcap形式で保存を行った[4]．最後に，取

得した CSI データの周波数成分を解析し，バイタルサ

インの抽出を試みた． 

 

３． 実験 

図 1 に実験風景を示す．基礎検討として，電波干渉

の少ない室内環境で被験者が着座した状態で，距離 

1m の前後方に送信及び受信用として Wi-Fi ルーター

を 1台ずつ設置した．Wi-Fiルータでは，5GHz帯の帯

域幅 80MHz(5140~5220HMz)を使用し，送信側 3アンテ

ナ送信，受信側 3 アンテナ受信の 3Tx-3Rx multi-input 

multi-output(MIMO)構成とした．受信側ルーターに接続

した PC から SSH を介してルーターへアクセスし，

tcpdump を使用して CSI データをキャプチャした．こ

れにより，受信ルーターでリアルタイム取得したWi-Fi

信号の詳細なデータを記録し解析した． 

 

図 1 実験風景 
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